
 

 

 

 

 

 

なぜわざわざ「死」や「悲しみ」を教えるのか 

学校長 蔦 森 邦 雄  
 

 昔、授業参観で、主人公が亡くなる物語単元(国語)を授業公開したことがあります。その後の懇談会

で、保護者のみなさんから感想をいただきました。その中で、あるお母さんからこう言われました。「授

業参観に、わざわざ悲しい話を取り上げるというのはどうかと思います。教科書にあるから仕方ない

と言われるかもしれませんが、もっと明るくて前向きな話を学ばせてほしいです。夢や未来のある子

どもなんですから。」何か返答したはずなのですが、経験もなく浅学菲才の若輩者(20代の私)には、その

お母さんを納得させる話はできませんでした。 

国語の教科書(光村図書)の物語文では、１年生から「死」を扱っています。「ずうっと、ずっと、大

すきだよ」(1年)、「スーホの白い馬」(2年)、「ちいちゃんのかげおくり」(3年)、「ごんぎつね」(4年)、

「海の命」(6年)等々。作品によって、また学年の発達段階によって扱い方は異なりますが、なぜ「死」

を取り上げるのでしょうか。 

十年前、ある学校の先生(女性)の指導に行った時のことです。授業は１年生国語。教材は「ずうっと

……」でした。少年が、赤ん坊の時から一緒に暮らしてきた愛犬エルフが老い衰え、やがて死を迎え

るまでとその後を回想する、という物語です。少年の穏やかな語り口で淡々と進んでゆくお話です。 

さて、先生は発言を上手に引き出しながら、子どもたちの読みを深いものにしてゆきました。やが

てエルフが死を迎える場面、授業の最後に先生の範読が始まりました。すると、先生は目に涙を溜め

て読んでいたのです。研究授業です。指導案作成で何度も読み込んでいるであろうその場面を、授業

をしながら、なおかつ作品の世界に浸っているその先生の顔を、私は目を逸らせてはいけない、と見

守っていました。それまで活発に答えていた子どもたちも、先生と一緒に物語の世界に浸っていまし

た。みなとてもよい顔をしていました。子どもたちは、愛するエルフの死を受け容れる少年の気持ち

とともに、書かれてはいませんが、看取られるエルフの気持ちも学んだのではないでしょうか。 

死は日常ではありませんが、避けることのできないものです。作品を通して子どもたちは、二度と

戻らない命だからこそ、その命の尊さ、荘厳さ、命の連続を学んでいます。「ずうっと……」では、亡

くなってもエルフは思い出され、語られ、この作品には死とともに人の温もりも込められています。 

「まだ幼いから」と人の不幸や死に触れさせもせず、優しく情のある涙を流すこともなしに、明るい

「夢や未来」だけで豊かな感性が育つのでしょうか。人生には不条理も挫折も、自分でどうにもなら

ないこともあります。物語を読んで涙を流すことによって、心は洗われ清々しい気持ちとなり、思い

やりや、悲しみに寄り添う気持ちは深まります。自分に力がなく、できることはただ相手のために涙

を流すことだけでも、人としてとても価値のあることだと思います。「まだ幼いからこそ」と思います。 

「フランダースの犬」や「マッチ売りの少女」が名作として読み継がれるのは、悲しい話だとわかっ

ていても、こうした心の浄化作用があるから、それが求められるから（もちろんそれだけではありませ

んが）、というのが、冒頭のお母さんへ今になって反駁できる私の答です。 

 

1 日  

2 月 避難訓練(5校時)・引渡し訓練15:00 

3 火  

4 水 委員会活動 

5 木 1年歯磨きブラッシング教室 PTA交通安全教室 

6 金 4年リユース(東埼玉資源環境組合)見学 

7 土  

8 日  

9 月 特別日課５時間 

10 火  

11 水 美南小オリエンテーリング・クラブ活動 

12 木 プール開き 

13 金  

14 土  

15 日 開 校 記 念 日 

16 月  

17 火  

18 水 クラブ活動  

19 木  

20 金 家庭児童相談9:30～11:30(予約不要)1F相談室 

21 土  

22 日  

23 月 
授業参観・懇談会2.4.6年たけたん学級 
6年薬物乱用防止教室 

24 火 南中３days （～26日まで） 

25 水 クラブ活動 

26 木  

27 金  

28 土  

29 日 PTA資源回収 

30 月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 プール清掃に先立ち、プールに住んでいる生き物たちを 

 １・２年生の子ども達が、助け出そうと頑張りました。 

 （生活科の学習） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 これから始まる水泳の学習に向けて、6年生の子ども達が、 

 全校のみんなが気持ちよく使えるようにと、心を込めて、 

プールとその周りをきれいに掃除してくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  先日、子ども達が学校帰りに、消防自動車が校内に 

止まっているのを見つけて、「どうしたんだろう？」と 

不思議がっていました。その理由は、先生方が心肺蘇生 

の研修会を行っていたためです。 

  蘇生法を使わないにこしたことはありませんが、いつ 

 どんなときにも対応できるように、先生方は、真剣に取 

り組んでいました。 
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学 年 男子 女子 計 今月の生活目標 

雨の日の過ごし方を 

工夫しよう 

今月の保健目標 

歯を大切にしよう 

１ 年 51 63 114 
２ 年 65 49 114 
３ 年 48 50 98 
４ 年 32 35 67 
５ 年 46 36 82 
６ 年 30 23 53 

たけたん 5 0 5 

計 277 256 533 
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生き物救出大作戦 

心肺蘇生法研修会 
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